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要旨 
本稿では外国人児童生徒を指導する小中学校教員を対象に実施した質問紙調査の結果に
ついて報告する。調査では、教員が外国人児童生徒の教育においてどのような時に困難を
感じるか、また、外国人児童生徒との関わりでどのような嬉しさを感じたかについて、①
学習指導、②生活面、③保護者対応、④友人関係、⑤その他の 5 つの場面から事例を収集
した。本稿では、在籍学級担任または教科担当教員としての例と日本語の個別指導担当教
員としての例に分けて記述し、それぞれの教員が感じる教育的課題、および教育の意義に
ついて考察する。本調査で得られた事例を基礎的な資料とし、今後は外国人児童生徒に対
する指導力育成のためのケース教材開発を目指す。 
 
１ 研究の背景  
本研究の目的は、外国人児童生徒を指導する教員の実践力を伸ばすための教材（ケース
教材）を開発することである。ここでいう「実践力」には、日本語や教科の指導力の他、
外国人児童生徒の様々な課題に気づき、それに対応していく力も含まれる。 
社会のグローバル化により人々の国際的移動が拡大し、異なる文化や言語を背景に持つ
人との共生は、今では一部の地域に限られる問題ではなくなっている。日本でも 1990 年代
以降、定住する外国籍住民の数が増加し、2015 年には在留外国人数（1）は 2,172,892 人（2015
年 6 月末現在）となっている。このような状況を背景に、国内の小中学校に在籍する外国
籍児童生徒数も経年的に増加している。近年は日本で生まれ育つ子ども、さらに日本国籍
を持つ子どもも増加しており、このような外国人児童生徒（2）に対する教育は、その文化的、
言語的背景の多様性と複雑化により、学校教育現場に新たな課題をもたらしている。 
平成 26 年度から小中学校における日本語指導を「特別の教育課程」として編成・実施す
ることが可能になり、これまで補足的に行なわれていた指導が正式な教育課程として位置
づけられるようになった。今後は外国人児童生徒の教育に関する教員の責任が増し、指導
の一層の充実が求められるだろう。 
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外国人児童生徒を指導する教員や指導者には「ことばの力をどのように捉えるか」「こと
ばの力をどのように支援するか」という言語能力観・教育観（川上 2011）が必要となる。
臼井（2011）は、「教員として一般に求められる力」を基盤として、「『外国人』の児童生徒
の指導のために新しい知識・技術を教員個人のうちに蓄える力（日本語指導力・異文化理
解力・異文化の知識・外国語の語学力）」、そして自身の知識や技術の不足を補ったり、
他者と協力して指導を行ったりするための「情報収集・ネットワーク力」が必要であると
指摘する。 
これまでも日本語指導を担当する教員に対する研修は、文部科学省（3）をはじめ、各地の
自治体や大学等において実施されている。また、教材や教員用指導資料（4）、子どもの日本
語能力を把握するツール（5）、適応指導・日本語指導に関するガイドライン（6）などが作成さ
れており、徐々にではあるが、教員の指導力向上を支援する施策が実施されている。 
しかしながら、日々の教育現場で直面するのは、まだ日本語でコミュニケーションが難
しい児童生徒にどのように指導を行うのか、学外を含む複数の関係者とどのように連携体
制を構築していくか、生活習慣や価値観など文化的背景の違いにどのように対処するかと
いった問題である。教員研修に参加しても、それが日本語指導の方法や異文化理解に関す
る理論を学ぶような知識・情報付与型の研修では、上述したような力を身につけるのは不
十分であり、複雑かつ正解のない幅広い問題に対処することは難しい。したがって、今後
は既存の知識を学ぶ研修ではなく、実際の課題に即した実践力を育成する研修、即ち、教
員が目の前の子どもの問題に対して分析し、他者と連携しながら協働で解決方法を考えて
対応する力を身につけられるような研修が必要だろう。このような実践力を育成するため
の方法の一つとして、ケースメソッドが有効ではないかと考えられる。 
本研究では、外国人児童生徒に関するケースメソッドで使用する「ケース教材」の開発
を最終的な目的とする。ケース教材のテーマとなり得る課題を抽出するために、その基礎
的資料として教育現場の事例を収集することが必要と考え、教員を対象に質問紙調査を実
施した。本稿ではその調査の結果について報告し、教員が外国人児童生徒の教育で感じる
困難と嬉しさについて記述していく。 
 
２ ケースメソッドとケース教材 
 髙木・竹内（2010）はケースメソッドを「ケース教材をもとに、参加者相互に討議する
ことで学ばせる授業方法」と定義している（髙木・竹内 2010）。そして「既存の知識や理解
の獲得ではなく、双方向の討議を通して、考え抜いて、自らのよりどころとする知見を編
み出す能力や態度を獲得すること」を目的とする（髙木・竹内 2010）。ケースメソッド教育
は、アメリカにおいて法科大学院や経営大学院の教育方法として普及し、専門的知識と総
合的視野を併せ持つ人材の育成に高い効果があると言われている。最近では教員の研修と
しても実施され始め、安藤（2009）『学校ケースメソッドで参加・体験型の教員研修』、
岡田・竹鼻（2011）『教師のためのケースメソッド教育』等、教材も出版されている。そ
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の利点としては将来起こりうる事象に対して備えられること、他の参加者からの多様な価
値観により啓発されること、実践と理論の橋渡しとして役立つことが挙げられている。ま
た、古川（2016）では、大学の日本語教育実習前指導としてケースメソッド授業を実施し、
学生が問題の解決に主体的に取り組んだ例が報告されている。ケースメソッドは外国人児
童生徒教育に関する実践力の育成にも十分効果が期待され、現職教員を対象とした研修の
ニーズに応えられるだろう。 
ケースメソッドで使用する教材を「ケース教材」という。ストーリー性を持って記述さ
れたケース教材には研究成果や実践の課題が内包されている。髙木・竹内（2010）はケー
ス教材には「客観的事実（主に問題状況）が事例として描かれているが、そこには教材作
成者の分析や考察は一切書かない」とし、その理由を「分析や考察はケース教材の読者に
委ねられるべき作業」であるとしている。つまり、ケース教材は教授者側が教える内容を
特定して学習者に提示するものではなく、学習者が自身の知見や経験を用いて、また他者
との討論を通じて学んでいくものである。 
ケース教材を作成する方法として、安藤（2009）では、①具体例触発型、②原理・目標
先行型、③悩み共有型の 3 つの方法を挙げている。①はケース教材になり得るような実践
を教育的に意義深くなるよう内容を修正し、原理や目標を明確化していくもの、②は教え
たい原理が念頭にあり、そこから関連する教育実践を探して修正を加えるもの、そして③
は教師自らが悩んでいる実践や見聞きした実践をもとに、そこから原理や目標を考えてケ
ース教材を作成するものである。 
 本研究では、①または③の方法でケース教材の作成をする。本稿では、質問紙調査の結
果から得られた外国人児童生徒の指導の実践例と指導者が困難を感じた場面の例をもとに
教育的課題を明確にし、そして嬉しさを感じた場面から外国人児童生徒教育から教員が感
じる意義について考察していく。 
 
３ 調査概要 
3-1 調査対象地域 
 質問紙調査は、群馬県伊勢崎市を対象に実施された。伊勢崎市は南米の国々に加え、近
年はアジアからの移住者も増加傾向にある外国人集住地域である。平成 27 年には市内の小
中学校の外国籍児童生徒数が約 930 人と全体の約 5％となっている。市内の小中学校のうち
16 校（7）には「日本語教室」が設置され、日本語指導担当教員とバイリンガルの指導補助者
が指導に当たっている。 
 
3-2 調査方法 
 本調査では、ケース教材のテーマとなり得る事例を収集することが目的であるため、自
由記述欄を多く設け、できるかぎり具体的な例を記述してもらう必要がある。そこで質問
紙作成にあたり、日本語指導経験を持つ小中学校教員の協力を得て、質問の分かりやすさ
 共愛学園前橋国際大学論集 No.17 42 
や回答しやすさ等を検討し、質問文や選択肢、回答欄のレイアウトに修正を加えた。その
後、予備調査を経て、最終的な質問紙を決定した。 
 質問紙では、「外国人児童生徒の在籍学級担任（教科担当）としての指導」と「日本語の
個別の指導」に分け、それぞれで困難や嬉しさを感じた場面を①学習指導、②生活面、③
保護者対応（8）、④友人関係、⑤その他から一つ選択した上で、その具体例を自由記述とし
て記入してもらった。 
 調査時期は平成 27 年 9 月から 10 月である。伊勢崎市教育委員会の協力のもと、市内の
全小中学校の教員に質問紙を配布した。 
 
４ 調査結果の分析と考察 －教員が感じる困難と嬉しさ－ 
4-1 回答者数 
質問紙配布数 929 に対し、回答があったのは 836（89.98％）である。回答者の外国人児
童生徒を教えた経験は表 1 のとおりである。 
表 1 外国人児童生徒を教えた経験 
 小学校 中学校 全体 
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 
教えた経験がない 47 9 17 5 64 8 
教えた経験がある 485 91 287 95 772 92 
（うち個別指導の経験がある） （117） （22） （90） （30） （207） （25） 
計  532  304  836  
 
 日本語の個別指導経験がある教員は、小学校では 22％、中学校では 30％であった。学級
担任、教科担当者として外国人児童生徒を教えた経験者を含めると、伊勢崎市に勤務する
小中学校教員の 90％以上が何らかの形で外国人児童生徒を教えた経験を持っていることが
示された。 
 以下、調査から得られた具体的な事例について、困難さと嬉しさに分けて提示する。紙
幅の関係により、特に多く挙げられた事例と、ケース教材のテーマになりうる場面を中心
に記述する。 
 
4-2 外国人児童生徒への対応において感じた困難について 
4-2-1 学級担任・教科担当として感じる困難 
 図 1 と 2 は、小中学校の学級担任・教科担当として、教員がどのような場面で困難を感
じたかに関するグラフ（9）である（回答者数は小学校 445 人、中学校 256 人）。調査前は①
の学習指導や②の生活面での対応に困難を感じるだろうと予測されたが、調査結果では、
小学校、中学校に共通して①の学習指導以上に多かったのが③の保護者対応であった。 
Mar. 2017 外国人児童生徒の教育において教員が感じる困難および意義に関する一考察 43 
図 1小学校・学級担任として感じる困難   図 2中学校・学級担任として感じる困難 
 
 
 
 
 
  
 
以下、①の学習指導と③の保護者対応について小学校と中学校で挙げられた具体例を表
2・3 に示す。 
 
表 2 学級担任・教科担当：①学習指導に関する記述例（困難） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①では日本語が不十分なために、学習内容の理解が難しいという記述も見られたが、小
学校教員からは、クラスとしての指導の中で個別対応を余儀なくされる場面、クラス活動
や授業の流れに支障をきたすと感じられる場面、つまり、子どもがクラスとしての活動に
参加しにくいという点に、特に困難を感じているという例が多く挙げられた。 
一方、中学校教員からは日本語の問題や教科学習の理解の問題に加え、テストの問題文
の読み取りの難しさ、また、進学を目指した学習について行くことの難しさ等、高校受験
に関連した場面で困難を感じた例が多く見られた。 
・言葉が分からないために学習内容や作業内容の理解が困難。指示も身振り手振りで個別に
行わざるを得ない。それでも伝わらないことがよくあり、そのような児童が複数名いると手が回ら
ない。（小学校） 
・読解も表現もうまくできない児童がいて、個別指導をしていると集団指導とのバランスが崩れて
しまいがちです。（小学校） 
・話すことにはそれほど不自由していない生徒でも、読み取ったり、書き表したりするときにはな
かなか上手に表現できない。テストの時も、問題文の意味そのものを読み取れずに見当違い
なことを書くことがある。（中学校） 
・日常生活に支障はなくても、周囲が受験まで意識した学習を進めていく中、学習内容が高度
すぎて、学習についていくこと、理解することが困難。（中学校） 
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表 3 学級担任・教科担当：③保護者対応に関する記述例（困難） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ③の保護者対応例からは、小学校では提出物や持ち物の連絡、子ども同士のトラブル対
応など、細やかな説明や対応を要する際の意思疎通がしにくいこと、そして学校や教員が
保護者に期待する教育活動の協力が得られにくいことなどに困難を感じているという記述
が多かった。またこのような場合、指導補助者の通訳が大きな助けになっているという指
摘も見られた。 
中学校では小学校で挙げられた例の他に、進路選択・進学説明に関するものが多くあっ
た。三者面談等で保護者とともに子どもの進路について話す時間があるが、その際、進学
先や入学試験の情報、そして子どもの現在の学習状況が保護者に正確に伝わっているかど
うか教員にはわからず、そのような曖昧な状況でも進路指導を行わなければならないとい
う不安感が記述されている。 
 
4-2-2 日本語の個別指導で感じる困難 
 図 3 と 4 は、取り出し指導、もしくは入り込み指導で個別に日本語指導をした際に教員
が困難を感じた場面のグラフである（回答者数は小学校 100 人、中学校 86 人）。小中学校
ともに①の学習指導に集中している。 
 
図 3 小学校・個別指導で感じる困難     図 4 中学校・個別指導で感じる困難 
 
 
 
 
 
 
 ここでは、①の学習指導に関して挙げられた具体例を表 4 に示す。 
・児童同士のトラブルがあった際、保護者に状況を伝えて対応してもらわなければならなかった
が、説明が困難だった。（小学校） 
・運動会のハチマキを選択し、アイロンをかけて持ってくるなど理解してもらうのが困難、時間が
かかった。（小学校） 
・行事の参加・不参加の連絡、お便り等、日々の細かい連絡が伝わりにくい。（小学校） 
・進学先をどのように考えているかを聞いたりするのに、父母ともに日本語がかたことなので、ど
れだけ伝わったかよくわからず難しかった。（中学校） 
・生徒も保護者もほとんど日本語が理解できない状況の中でも、進路決定をしていかなければ
ならなかった。日本の学校制度等についての知識も不十分な中で、何をどこまで理解してい
ただけたか、不安な中での選択となってしまった。（中学校） 
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表 4 日本語の個別指導：①学習指導に関する記述例（困難） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
具体例には、日本語がまだ通じない子どもに対する説明が困難である、指導内容・方法・
教材などが分からない等の記述が多く見られた。自由記述を詳しく見ると、小学校では特
に、取り出し指導時に学年も日本語習得レベルも異なる複数の児童生徒を教員 1 人で同時
に対応することもあり、準備や指導が十分行き届かないという指摘もあった。また、「次か
ら次へと（児童が）転入してくる」「所属学級の都合で日本語教室の時間に来られないこと
がある」など、計画的な個別指導のしにくさ、担任教員との密な連絡の必要性等が挙げら
れた。中学校では、時間割や教科担当の関係で、日本語指導担当以外の教員が個別に指導
をすることもあるため、日本語の指導方法、指導内容についての疑問・困難の他、継続的
な学習の難しさが挙げられた。 
 
4-3 外国人児童生徒との関わりから感じた嬉しさについて 
4-3-1 学級担任・教科担当として感じる嬉しさ 
 図 5 と 6 は、学級担任・教科担任として外国人児童生徒に関わる中で感じた嬉しさにつ
いてのグラフである（回答者数は小学校 422 人、中学校 247 人）。嬉しさについての記述回
答には、①の学習指導、②の生活面、④の友人関係等の例が多く挙げられている。 
 
図 5 小学校・学級担任として感じる嬉しさ   図 6 中学校・学級担任として感じる嬉しさ 
 
 
 
 
 
 
・1人をマンツーマンで教えるならよいが、3～4名を1人で教え、進度も学年も違うのでどうしても
待たせる時間が生じてしまう。常に同じ児童を教えられれば良いが、毎回変わるため、指導が
継続しない。（小学校） 
・出入りが激しいので、次から次へと転入して来た時は大変だった。（小学校） 
・所属学級の授業内容や行事等で、日本語教室の時間に来られないことがある。学級でどのよ
うに学習を進めているか、担任との打ち合わせが必要。（小学校） 
・学習内容がとびとびになってしまう。（小学校） 
・日本語の指導において、マニュアルがなく、どのように指導すればよいのか困る。（中学校） 
・漢字の書き取りばかりになり、これでいいのかと疑問に思う。（中学校） 
・日本語を教えるのが専門ではないので、単純なことしかできない。（中学校） 
・未経験者だったり、専門知識がなかったりする者が大半と思われる。（中学校） 
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 ここでは、①の学習指導、②の生活面、④の友人関係について小学校と中学校で挙げられ
た具体例を表 5～7 に示す。 
表 5 学級担任・教科担当：①学習指導に関する記述例（嬉しさ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 小中学校ともに児童生徒が「できた」「わかった」ことが感じられた場面の記述が見られ
る。教員が児童生徒の成長を特にクラスでの発言、同級生との関わり、読み書きの上達な
どから見取っていることがわかる。 
 
表 6 学級担任・教科担当：②生活面に関する記述例（嬉しさ） 
 
 
 
 
 
 
 
表 7 学級担任・教科担当：④友人関係に関する記述例（嬉しさ） 
 
 
 
 
 
 
 
・図工の立体作品作成時に、自国で使われている模様などを取り入れて作っていた。他の児童
からも賞賛された。（小学校） 
・4年生まで日本語教室担当教諭の入り込み指導を受けていた児童が、6年生のときクラスの誰
よりもじっくり「やまなし」を読みとり、討論形式の授業で堂々と発言するのを見た。（小学校） 
・母語しか使わない児童が、日本語を少しずつ覚え、発言できるようになり、周りの児童から認め
られる（話せる）ようになった時。（小学校） 
・漢字が読めた、書けたということ。生活ノートにはじめのうちは英語で書いていたが、しだいに
日本語で文章が書けるようになってきたこと。（中学校） 
・3年生になって自分の目標として高校進学を選択し、必死に勉強して合格。高校生活を充実させて
いること。（中学校） 
・3年次、国語の授業で初めて読書感想文を書いてきたこと。日本語とポルトガル語の 2パターンで。
（中学校） 
 
・日本のルール（学校内のルール）、習慣に適応できるようになり、言葉がなくても教師の愛情が
伝わり、身体表現等で表現してくれたこと。（小学校） 
・毎日、生活を共にする中で、特に給食や清掃の当番活動を一緒にすることによって、だんだん
と集団になじんでいき、友達が増えていった。（小学校） 
・学校行事を通じて笑顔が増えてきたこと。また、このような経験から、クラスの友達との関わりが
増え、日本語も上達してきた。（中学校） 
・日本語に対しての理解が不足であっても、子ども同士の輪の中ではそれほど気にならず、楽し
く交流できていて、遊んだり学習したりしている。（小学校） 
・児童が外国籍であること、言葉が伝わりにくいときがあることを（他の児童が）自然と理解できて
いる。受け入れ、助けようという姿勢が多く見られる。（小学校） 
・クラスの子がいろいろ心配して、助けてあげたりだんだんとスペイン語を覚えたりする姿がたくさ
ん見られた。（中学校） 
・積極的に周りの生徒が声をかけてくれていた。（中学校） 
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 生活面に関する記述では、友人との関わりや学校行事への参加を通して学校生活に馴染
み、表情や言動が明るくなったり発話が増えたりしたという例の他に、クラスの友だちと
の関わりに関する例も見られた。友人関係についての例で特に注目したいのは、在籍学級
の児童生徒から外国人児童生徒への働きかけ、自発的なサポートがなされたことに関する
事例である。外国人児童生徒がクラスに入ることにより、受け入れ側の児童生徒にも変容
が見られること、そして教員がそれを「嬉しい」と感じていることが示されている。 
  
4-3-2 日本語の個別指導で感じる嬉しさ 
図 7 と 8 は日本語の個別指導の際に感じた嬉しさのグラフ（回答者数は小学校 101 人、
中学校 71 人）である。個別指導で感じる困難と同様、①の学習指導に関する記述が非常に
多く見られるため、その具体例を表 8 に示す。 
 
図 7 小学校・個別指導で感じる嬉しさ   図 8中学校・個別指導で感じる嬉しさ  
 
 
 
 
 
 
 
表 8 日本語の個別指導：①学習指導に関する記述例（嬉しさ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 教員が外国人児童生徒の個別指導で感じる嬉しさには、小中学校の例に大差はなく、日
本語力の向上に関するものが多い。4-3-1 の表 5 でも児童生徒が「できた」「わかった」こと
に関する例が見られるが、個別指導、特に取り出し指導の場合、日本語を学び始めたばか
りの児童生徒を担当する場合が多いためか、できなかったことが少しずつできるようにな
るという小さな変化を見取ることが可能になり、そこに指導の意義を感じていることが示
・日本語が全く話せなかった児童が、まずあいさつは「おはようございます」や「こんにちは」を覚
えて、日本語がだんだん話せるようになったこと。（小学校） 
・言葉が通じず、ニュアンスを伝えられない時も困るのですが、絵を描いて説明したり、具体物を
使ってやり方を示したときにうまく反応して理解してくれたり、目を輝かせて「わかったこと」を見
せてくれたりした時のことが最も嬉しかったです。（小学校） 
・児童の日本語力が伸びたと感じられた時。会話の中で日本語を聞くのが上手になったり、日
本語で話せるようになった時（会話の中で日本語が増えた）も嬉しい。（小学校） 
・わからないがわかるに変わるときの嬉しそうな顔を見たとき。（中学校） 
・日本語の力がついてきて、少しずつ本来の教室に戻れるようになった時。（中学校） 
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されていると言えよう。 
 
５ まとめと今後の課題 
 以上、伊勢崎市で実施した質問紙調査の結果から、教員が指導に困難や迷いを感じる場
面、対処を迫られるが解決が困難な場面、また外国人児童生徒との関わりを通して教員が
嬉しさを感じた場面が多く収集され、その一部ではあるがケース教材のテーマとなりうる
事例を示すことができた。 
 学級担任、または教科担当として外国人児童生徒を在籍学級で指導している教員にとっ
ては、学級で行われる学習活動や進路指導など、いわゆるメインストリームの活動に外国
籍児童生徒が参加しにくい状況が「困難」と感じられていることが明らかになった。そし
てその活動に徐々に参加できるようになる、また周囲の児童生徒が認めて受け入れるとい
った場面で「嬉しさ」を感じていることも示された。つまり学校生活の基盤となる在籍学
級での活動への外国人児童生徒の参加度を増すことが「課題」であり、参加が進み、双方
の児童生徒に変容が見られることに教育の「意義」を見出していると考えられる。 
また、学級担任としては、学習指導の他にも、外国人児童生徒の生活面、保護者対応、
友人関係など、様々な場面で困難や嬉しさを感じているが、その一方で日本語を個別に指
導している教員が困難、そして嬉しさを感じるのは、日本語の個別の学習指導場面が非常
に多いことが示されている。個別指導が体系的・計画的に進みづらいことが「困難」と感
じられ、コミュニケーションができたことや日本語の力が少しでも伸びたことに対して「嬉
しさ」を感じる。同じ児童生徒を教えていても、その立場の違いによって教育の課題や意
義の感じ方が異なることが示された。この違いはケース教材の内容にも反映させていく必
要があるだろう。 
 本研究では、今回実施した質問紙調査とともに、個別の教員に対してインタビュー調査
も実施している。その結果として抽出された事例も踏まえ、今後は事例の背後に含まれる、
あるいは事例に深く関連した教育的課題を整理していく必要がある。例えば、保護者対応
と異文化理解に関する課題、第二言語による教科学習の際に必要な言語的支援に関する課
題、日本語教室での個別指導に求められる役割に関する課題などが考えられる。各地域の
教育現場において共通する普遍的な指導・支援の必要性という観点から課題を選択して、
偏りのないように調整し、設問も含めた教材案を作成する。そしてそのケース教材を使用
した研修・授業を実施して、参加者への事後調査の結果を踏まえて、内容の修正・充実を
目指したい。 
 
注 
（1）法務省平成 27 年 6 月末現在における在留外国人数について（確定値） 
http://www.moj.go.jp/content/001160917.pdf 
「中長期在留者」の統計であり、以下の①～⑥に該当する外国人は含まれない。 
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①｢3 月｣以下の在留期間が決定された人、②「短期滞在」の在留資格が決定された人、
③｢外交｣又は｢公用｣の在留資格が決定された人、④ ①から③までに準じるものとし
て法務省令で定める人、⑤特別永住者、⑥在留資格を有しない人 
（2）本稿では外国籍、日本国籍に関わらず、日本語以外の言語を母語（第一言語）とし、
外国につながりを持つ児童生徒のことを「外国人児童生徒」と表記する。 
（3）「外国人児童生徒等に対する日本語指導者養成研修（独立法人教員研修センター）」等 
（4）文部科学省「学校教育における JSL カリキュラム（小学校編・中学校編）」等 
（5）「外国人児童生徒のための JSL 対話型アセスメント DLA」（文部科学省）「JSL バンド
スケール」（早稲田大学日本語教育研究科 川上研究室）等 
（6）文部科学省「外国人児童生徒受入れの手引き」平成 23 年 3 月発行 
（7）伊勢崎市内の小中学校数は平成 27 年度は 35 校、平成 28 年度は 34 校である。 
（8）ここでの「保護者対応」とは、教員から保護者への連絡・伝達の他、保護者からの質
問や事態対処など、教員と保護者とのやり取り全般を含む。 
（9）質問紙調査では回答者に具体的に記述してもらうため、①～⑤の場面から 1 つだけ選
んでもらった。中には「1 つだけ選ぶことは出来ない」という意見や、②を選択して
いても、記述された場面には③の保護者対応も含まれるなど複数項目に関わる例もあ
った。本稿に記載されているグラフに示された数字自体は参考情報に留める。 
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Abstract 
A Study on the Difficulty and Significance Teachers Feel in Teaching 
Foreign Students in Japanese Schools 
 
Atsuko FURUKAWA 
This paper reports the results of a questionnaire survey on the education of 
foreign students conducted for Japanese elementary and junior high school teachers. 
In the survey, the teachers were asked about the difficulties, significance, or 
pleasure they felt in educating foreign students. Many case examples were collected 
through the survey about learning support, school life support, teachers’ communication 
with the parents, friendships among the students and so on. 
This paper presents examples from classroom teachers and from teachers in 
charge of tutorial classes for teaching Japanese as a second language. It also considers 
the teachers’ educational issues and their significance to the foreign students. 
The goal of this research is to develop teaching materials for the case method to 
improve the teaching skills of teachers educating foreign students. The case examples 
and results obtained from this survey will be used as fundamental materials in 
developing teaching materials. 
 
 
